
 

平成２８年 第１回 筑前町議会定例会 

 

一 般 質 問 通 告 書 

 

 

１日目 

 
３月７日（月）１０：００開始 

 

 1ページ・・・・石丸 時次郎 議員 

 

２ページ・・・・福本 秀昭 議員 

          

４ページ・・・・深野 良二 議員 

 

５ページ・・・・川上 康男 議員 

 

６ページ・・・・奥村 忠義 議員 

 

７ページ・・・・山本 久矢 議員 

 

 

２日目 

 
３月８日（火）１０：００開始 

 

８ページ・・・・梅田 美代子 議員 

 

９ページ・・・・木村 博文 議員 

 

１０ページ・・・・山本 一洋 議員 

 

１１ページ・・・・桒野 光雄 議員 

 

１２ページ・・・・河内 直子 議員 

 

１３ページ・・・・一木 哲美 議員 
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質 問 順 位 第  １  番 議席番号 ７番 質問者名 石丸 時次郎 

件      名 要         旨 

 

1．教育問題について 

                     

 

（１）新教育委員会制度の課題について問う。 

 

① 教育委員会制度改正にともない、教育行政の政治的中立性が懸念される。町

長、教育長それぞれの立場から所見を。 

② 今回の改正により、町長は教育に関する大きな権限を有する立場となった。

公教育についての町長の考えは。 

③ 本町の教育現場の現状と課題について、町長はどのように認識され、今後ど

のような対策を講じていくのか。 

④ 教育行政における責任体制の明確化を図るため、第一義的な責任者が新「教

育長」となった。今まで以上に大きな権限を有することから、教育委員会の

チェック機能が重要になると思うが、対策は。 

⑤ 町民の多様な意見を反映させるため、教育委員の増員についての考えはある

か。 

 

 

（２）教育支援大綱の具体的施策について問う。 

 

① 町の基幹産業である農業を学び、先人たちが築き上げてきた歴史を学べる 

環境整備について、どのような施策を考えているのか。 

 

 

                               

答弁者  町  長 

                              教 育 長 
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質 問 順 位 第  ２  番 議席番号 １１番 質問者名 福本 秀昭 

件      名 要         旨 

 

 1．地方創生について 

 

（１）「筑前町総合戦略」は人口ビジョンをベースに、多岐にわたって策定された。 

今後は、いち早く具現化に向かって推進しないといけない。 

 

① 中期的な計画を５年間としているが、この計画に対してどれだけ実行できる

かが重要になってくる。実行率の見込みを確認したい。 

② 計画を策定しても財政的裏付けがなければ、実行性が疑問視される。財政的

裏付けは大丈夫なのか。 

③ 進捗管理については、数値目標を設定し、PDCA による点検・検証を行う

ようになっているが、定期的なチェックをはじめ、PDCA をまわすための

体制は万全なのか。 

 

 

                        答弁者  町 長 

 

 

２．通学「見守り」について 

 

（１）「見守り活動」として、登下校の時間帯に通学路を保護者・地域の方々が 

   安全パトロールされている。 

   

① 不審者出没事案の発生数は何件か。 

② 地域での見守りの体制とあわせて、町の巡回パトロールなどの広報活動体制

も必要だと思うが。 

 

答弁者  町 長   

                          教 育 長 
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３．公園・庁舎周りの管理について 

 

 

 

（１）樹木の生長は早くすぐに大木化し、管理にあたって支障が生じたり、経費も

かさんでくると思われる。 

 

① 樹木の管理費は。 

② 電線の妨げ等のチェックはしているのか。 

③ 野放しにしないで高さをある程度で抑えていいのではないか。 

 

 

 

 

答弁者  町 長 
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質 問 順 位 第  ３  番 議席番号 １番 質問者名 深野 良二 

件      名 要         旨 

 

１．同和問題について 
 

（１）同和対策審議会答申５０年の同和行政の成果と課題について問う。 

 

 

 

 

答弁者  町 長 

 
 

２．貧困の負の連鎖をたちきるための 

施策について 

   

（１）生活保護受給世帯における子どもの学習塾費の収入認定除外について問う。 

 

（２）生活困窮者自立支援法の任意事業（学習支援）について問う。 

 

 

 

 

 

答弁者  町 長 

     教 育 長 
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質 問 順 位 第  ４  番 議席番号 １０番 質問者名 川上 康男 

件      名 要         旨 

 

１．大刀洗平和記念館の管理運営の現状と 

今後の対策について 

   

 

（１）当初実施計画の現状と今後の対策について問う。 

 

① 入館者当初計画と現状、今後の対策について。 

② 当初収支計画と現状、今後の対策について。 

 

（２）記念館増改築と周辺整備について問う。 

 

（３）町内に眠る戦跡の保存および周辺整備（掩体壕・町道・駐車場）の考えはな

いか。 

 

（４）指定管理者制度を導入する考えはないか。 

 

 

 

答弁者  町  長 

 

 

２．指定管理者制度の導入について 

 

（１）多目的運動公園、ちくぜん少年大使館などに指定管理者制度を導入する考え

はないか。 

 

 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ５  番 議席番号 ５番 質問者名 奥村 忠義 

件      名 要         旨 

 

１．子どもの貧困対策について 

   

 

（１）こどもの貧困対策を県が計画している。 

 

① 町独自の計画（案）の取り組みは、なされているのか。 

② 幼児期からの学習支援策についての取り組みや考えはないか。 

 

（２）こども食堂を設置する考えはないか。 

 

① 自立支援方策として、こどもの居場所づくりを行政で取り組む考えはない

か。 

 

答弁者  町  長 
      

 

２．健康と施設について 

 

（１）スポーツ施設の充実を促進する計画について問う。 

 

① 既存施設を有効活用して、若年層から高齢者まで利用できるトレーニング 

機器・温水プールを設置する考えはないか。 

② 農業者トレーニングセンターの老朽化にともなう設備改善をどう考えてい

るか。 

③ 各小中学校グラウンドの水はけの整備や、散水ポンプを設置する考えはない

か。 

 

 

答弁者  町  長 

                             教 育 長 
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質 問 順 位 第  ６  番 議席番号 ９番 質問者名 山本 久矢 

件      名 要         旨 

 

１．青少年リーダー育成について 

   

 

（１）以前、「甘木朝倉少年の船」があったが、現在は行われていない。青少年リ

ーダーを育てる事業について、本町の状況はどうなのか。 

 

（２）各小学校区を超えて、町全体として少年の船のような事業はできないか。 

 

（３）以前、各小学校区で通学合宿が行われ、町全体として取り組みが網羅されて

いたが、現在の状況はどうなのか。 

 

（４）通学合宿が行われていない行政区もある。今後の課題・継続・見通しはどう

か。 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ７  番 議席番号 １２番 質問者名 梅田 美代子 

件      名 要         旨 

 

１．学校教育について 

   

 

（１）総合戦略におけるグローバル教育推進について問う。 

 

① 現在の英語教育内容、および英検３級取得者の実態は。 

  ② 平成３１年度に英検３級取得者50％以上を実現するための具体策は何か。 

  ③ 異文化体験の取り組みは。 

 

 

（２）「保健体育」授業における健康（保健）授業の内容は。 

 

  ① 「がん教育」授業はどのように実施されているのか。 

  

 

答弁者  町  長 

     教 育 長 

 

 

２．安心・安全の取り組みについて   

 

（１）県では、小学校６年生まで医療費助成が拡充される。このことを受け、 

通院医療費助成の拡充を中学校３年生までできないか。 

 

（２）町でＡＥＤをコンビニ店内に設置できないか。 

 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ８  番 議席番号 ６番 質問者名 木村 博文 

件      名 要         旨 

 

１．良好な地域づくりについて 

 

 

 

（１）コミュニティで、行政区長業務を分業してはどうか。 

 

① 平成２８年度コミュニティの実施計画はどうなっているか。 

② 行政から依頼する区長の業務が多すぎるのではないか。 

③ コミュニティで、区長の業務を分業し負担軽減を図るなど、区長の職務改善

をすべきだ。 

 

 

（２）良好な土地活用を。 

 

① 西部地区の保育所周辺の道路整備はどうなっているか。 

② 西部地区用途地域の対策のその後はどうなっているか。 

③ 地域と連携した都市計画をすべきだ。 

④ 現状に合った都市計画の見直しをすべきだ。 

 

 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  ９  番 議席番号 ４番 質問者名 山本 一洋 

件      名 要         旨 

 

１．交流人口増加に向けた取り組みについて 

 

   

 

（１）最近の健康志向ブームにより、目配山への登山者が多いが、歴史資源として

の大己貴神社を含めた観光の取り組みをしてはどうか。 

 

（２）観光ルートの環境づくりのために、サイン増設の考えはないか。 

 

 

答弁者  町  長 

 

２．忠魂碑・忠霊塔の整備について 

 

（１）平成２３年 田中議員の一般質問(忠霊塔の移転)について、その後の経過は

どうなっているか。 

 

（２）遺族会会員の高齢化にともない、維持管理に支障をきたしている。平和記念

館において、代わるべき施設の検討を。 

 

 

答弁者  町  長 

 

３．筑前町における人権教育のあり方に 

  ついて 

 

（１）人権講演会の総括と今後の取り組みについて問う。 

 

（２）住民参加型の視点での啓発をすべきだ。 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  １０  番 議席番号 ８番 質問者名 桒野 光雄 

件      名 要         旨 

 

１．成人のひきこもりについて 

 

   

 

（１）成人のひきこもりについて、実態調査を行ったのか。 

 

（２）成人のひきこもりを解消するための手立てや支援を行ってはどうか。 

 

 

答弁者  町  長 

 

２．消防団について 

 

 

（１）団員確保はできているのか。 

 

（２）団員の年齢の引き上げを検討しないのか。 

 

（３）待遇改善の考えはないか。 

 

答弁者  町  長 

 

 

３．低圧ルーム設置について 

 

 

（１）平成２７年６月議会で提案した「低圧ルーム」について、その後の検討はな

されたのか。 

 

（２）めくばり館に設置の考えはないか。 

 

 

答弁者  町  長 
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質 問 順 位 第  １１  番 議席番号 １４番 質問者名 河内 直子 

件      名 要         旨 

 

１．暮らしに関わる問題について 

 

   

 

（１）高すぎる国民健康保険税は保険者支援の公費で引き下げをすべきだ。 

 

（２）介護保険法改正で要支援サービスが自治体の総合事業となるが、サービスを 

必要とするすべての要支援者に対応できるのか。 

 

 

 

答弁者  町  長 

 

２．子ども達に関わる問題について 

 

 

（１）就学援助の給付に PTA 会費も含めて支給すべきではないか。 

 

（２）子どもの医療費無料化を拡充すべきではないか。 

 

 

答弁者  町  長 

教 育 長 

 

 

３．行政に関わる問題について 

 

（１）地方交付税制度の「トップランナー方式」に、行政として反対の声を上げる

べきではないか。 

 

 

答弁者  町  長      
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質 問 順 位 第  １２  番 議席番号 １３番 質問者名 一木 哲美 

件      名 要         旨 

 

１．安心・安全な町づくりについて 

 

   

 

（１）三並小学校通学路(曽根田交差点から畑島公民館の間)車道と歩道の間に 

   児童の交通安全対策として、ガードパイプの設置を求める。 

   （三並郵便局前のカーブの所も含む） 

 

（２）朝日地内、間片交差点を国道２００号線に車で抜け出る場合、見通しが 

   悪く危険。また、町道の幅員が狭く、車の通行が容易ではない。対策を。 

 

① 最近の交差点事故の実態はどうなっているか。 

② 歩行者用信号と、車感応式に改善を求めたい。 

③ 道路幅員拡張計画はどうなったのか。 

 

 

 

答弁者  町  長 

 

 

２．県道７７号筑紫野三輪線について 

 

 

 

（１）全線開通したが、直接冷水バイパスへ行くことができない。利用者、住民か

らの要望もあり、接続の推進をしていくべきだ。本町から県、那珂県土整備

事務所へ要望書を出すべきと考えるが見解を問う。 

 

 

 

答弁者  町  長 

 


